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l 本書は，平成l6(2004)年度に調査を実施した中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う曽

川1号遺跡(広島県尾道市御調町大町字曽川・米田所在)の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は日本道路公団中国支社から， また整理作業・報告書作成は平成l7年度に日本道路

公団中国支社(10月から西日本高速株式会社が業務継承)及び平成l8. 19年度に国土交通省福山

河川国道事務所から委託を受け，財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室が実施し

た。

3 発掘調査は次のものが担当した。

G～I地区

青山透(現･広島県立歴史民俗資料館）

梅本健治

伊藤実(現･広島県教育委員会文化課）

J地区

梅本健治

沢元保夫(現･財団法人東広島市教育文化振興事業団文化財センター）

山田繁樹

4出土遺物の整理･復元･実測･写真撮影，図面の整理は鍜治益生を中心に埋蔵文化財調査室の

職員が行った。

5 本書の執筆･編集は鍜治が行った。

6 本書で使用した遺構の表示記号は次のとおりである。

SB:竪穴住居跡･掘立柱建物跡, SK:土坑, SD:溝状遺構, SX:性格不明の遺構

7 出土した石製品の石材は,考古地質学研究所柴田喜太郎氏の肉眼鑑定による。

8 図版の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。

9本書に使用した北方位は平面直角座標系第Ⅲ座標系北である。

lO第1図は国土交通省国土地理院発行のl :25,000地形図（府中・垣内・甲山・三成)を縮小して

使用した。

ll 出土遺物・発掘調査資料については,広島県立埋蔵文化財センターで保管の予定である。
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I はじめに

曽川1号遺跡の発掘調査は， 中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係るものである。本事業

は，瀬戸内海側の尾道市から日本海側の松江市を結ぶ高速道路を建設し，沿線地域の交通事情の

改善を図るとともに，物流の改善を図るものである。

日本道路公団中国支社尾道工事事務所(以下｢道路公団」という。平成l7年lO月からは西日本高

速道路株式会社が業務継承｡）は，広島県教育委員会(以下｢県教委」という｡）と平成ll (1999)年

7月から事業予定地内の文化財等の有無及び取扱いについて協議を始めた。

その後，県教委は現地踏査及び試掘調査を順次実施し，尾道市御調町（旧御調郡御調町）内の

事業予定地内で曽川1号遺跡，曽川2号遺跡牛の皮城跡,城根遺跡が存在することを確認した。

これらの遺跡の取扱いについて道路公団は，現状保存の可否等を県教委と協議した上で，平成l4

年7月から工事の優先する箇所ごとに文化財保護法第57条の3に基づく埋蔵文化財発掘通知を県

教委に提出し，県教委から発掘調査が必要との通知を受けた部分については，発掘調査の実施を

平成14年9月以降財団法人広島県埋蔵文化財調査センター及び平成l5年4月からはその業務を継

承した財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室(以~ド｢事業団｣という｡）に順次依頼し

た。

事業団では，牛の皮城跡(第1～3次）を平成l5年度に， また曽川2号遺跡を平成l4年度に発

掘調査を実施し，平成l7年3月に発掘調査報告書を刊行した。また曽川1号遺跡のA～D地区は

平成l4･15年度に発掘調査を実施し，平成18年3月に発掘調査報告書として刊行した。

本報告書は国土交通省福山河川国道事務所から委託を受け， 曽川1号遺跡のうち，平成16年度

に発掘調査を実施したG～J地区の調査成果をまとめたものであり， 当該地域の歴史解明のため

の一助となれば幸いである。

なお，発掘調査にあたっては，西日本高速道路株式会社中国支社尾道工事事務所，尾道市教育

委員会及び地域の方々の多大な御協力をいただいた。記して感謝の意を表します。
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(1) 牛の皮城跡（第1～3次）

曽川2号遺跡

曽川1号遺跡(A～D地区）

池の奥古墳

城機遺跡

箇川1号辿跡(E地区）

牛の皮城跡（第4次）

凹川1号過跡(G～J地区）
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第1表中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う発掘調査報告書一覧

註(報告書）

(1) 財団法人広島県教育事業団『牛の皮城跡・曽川2号遺跡中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る埋蔵
文化財発掘調査報告書(l)j 2005年

(2) 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（2） 曽川1

号遺跡(A～D地区)｣ 2006年
(3) 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（3） 池ノ奥

古墳』 2007年

('l) 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(4) 城根遺
跡曽川1号遺跡(E地区） 牛の皮城跡(第4次)j 2008年

(5) 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(5) 曽川1
号遺跡(G～J地区)j 2008年
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報告書 遺跡名(第次） 地区名等 調査期間 所在地 時期 内容

(1)

第12集

(4）

第22集

(本書）

曽川2号遺跡

牛の皮城跡

(北郭群）

城根遺跡

(第1次）

(第2次）

(第3次）

(第4次）

畝状竪堀群

1～4郭

西竪堀

5郭

平成15年1月20日～

3月7日

平成15年1月20日～
3月14日

平成15年7月7日～
10月31日

平成15年11月10日～
11月28日

平成l8年1月30日～
2月24日

平成15年1月27日～

3月7日

尾道市御調町

大町字西川

尾道市御調町

大町字二の丸

尾道市御調町

大町字城根

古代末～中

世

中世

古墳時代か

集落跡

城跡

箱式石棺

(2）

第18集

(4）

第22集

(5）

第23集

(本書）

曽川1号遺跡

(A地区）

(B地区）

(C地区）

(D地区）

(E地区）

(G地区）

(H地区）

(I地区）

(J地区）

(K地区）

(旧・平成14年

度調査区）

(旧・P2第一

調査区）

(旧･P2第二

調査区）

(旧･Pl)

(旧・P4)

(旧･P3)

(旧・P3側道）

(旧･P4側道）

(旧・P2)

平成14年10月21日～

平成15年1月17日

平成15年4月7日～
5月23日

平成16年1月6日～
2月5日

平成15年12月1日～
12月19日

平成16年6月7日～

8月6日

平成17年1月11日～
3月4日

平成17年4月11日～
7月1日

尾道市御調町

大町字曽川

尾道市御調町

大町字米田

尾道市御調町

大町字曽川

･米田

縄文時代後期

～中世

集落跡

遺物包含層

集落跡

家ノ城跡

(第1次）

(第2次）

(第3次）

(第4次）

(第5次）

南東郭

南東郭

北郭

北郭

北郭

平成15年9月16日～
10月31日

平成16年5月7日～
6月11日

平成17年10月17日～
11月l1日

平成18年4月17日～
7月21日

平成19年4月16日～

5月25日

尾道市木之庄町

木梨字家城東平
中世 城跡

(3）

第19集
池ノ奥古墳

平成16年8月23日～
10月28日

町
神

羅
天

世
字

郡
戸

羅
津

世
宇 古墳時代後期 横穴式石室



Ⅱ位置と環境

曽川1号遺跡は，尾道市御調町大町に所在する。御調町は平成17年3月に尾道市と編入合併

した町で，町域は旧尾道市の北側にあたる。町の北側と南側は標高300～600mの山々が東西に

連なり，その間をほぼ東西方向に1級河川の芦田川の支流である御調川が流れている。

|日石器時代～縄文時代町域内では， 旧石器時代の遺構及び遺物は確認されていないが，福山市

新市町所在の宮脇遺跡では細石器が出土している。縄文時代のものについては， 曽川1号遺跡の

E地区から後期の土器が出土しているが，包含層に伴うもので遺構からの出土ではない。

弥生時代御調川の北岸を中心に弥生土器や石斧の出土地が知られている。曽川1号遺跡におい

ても弥生時代後期から終末期にかけての竪穴住居跡や土坑などが確認されている。

また， 曽川1号遺跡と御調川を挟んだ北岸には貝ケ原遺跡があり，同遺跡からは吉備地方特有

の古式の特殊器台が出土しており，墳丘墓の存在が想定されるとともに吉備地域との繋がりを窺

わせている。

古墳時代古墳時代になると御調川北岸の丘陵地帯を中心に古墳が営まれるようになる。交通の
いち

結節点となる市地域には箱式石棺や横穴式石室を埋葬施設とする古墳の存在が知られているが，

古墳の多くが未調査であるため，その内容については明らかとしがたい。また，集落遺跡につい

ても明らかではないものの， 曽川1号遺跡では6世紀の竪穴住居跡が確認されている。

古代古代において本地域は，備後国の国府があったと推定されている府中市から安芸国へと通

じる古代山陽道が通過していたものと推定されているが，その位置を具体的に明らかとする遺跡

は確認されていない。

調査された遺跡としては本郷平廃寺があり，四天王寺式に類似した伽藍配置を有する7世紀未

頃に創建された備後南部地域では古い形式を有する寺であったことが明らかとなった。

集落遺跡については曽川2号遺跡があり，掘立柱建物跡・士坑・柱穴などを検出し，出土した

遺物からl2世紀代の遺跡と考えられている。

中世以降中世になるとこの地域は備後国の守護大名山名氏の勢力下にあり，丘陵山頂部に多く
せぢか

の山城が築かれるようになる。 このうち，発掘調査が実施された遺跡としては末近城跡，牛の皮

城跡がある。このうち末近城跡では郭や堀切が確認され，小規模な中世の山城であることが明ら

かとなった。また，牛の皮城跡は南北の郭群からなり，北郭群の北西側にl4本の畝状竪堀，東側

に9本の畝状竪堀，南東側に堀切2本，西側で竪堀1本を確認した。

参考文献

潮見浩 「貝ケ原遺跡出土の特殊器台形土器」『広島県文化財調査報告』第17集広島県教育委員会 1991年

広島県御調町教育委員会『本郷平廃寺』 1989年

財団法人広島県教育事業団『牛の皮城跡・曽川2号遺跡中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る埋蔵文

化財発掘調査報告書（1）』 2005年
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曽川1号遺跡

'I:の皮城跡

曽川2号遺跡

本郷平廃寺

簡尼1号遺跡

商尼2号遺跡

商尾西遺跡

t木膣遺跡

後I｣山遺跡
神西遺跡

大慶寺遺跡
後呂谷遺跡

貝ケ原遺跡
天神1I1古墳群

獅尾古墳群

後I I山占墳

臘i神占墳群

正尺山占墳群

商尾閥占墳群

明神山占墳群

悔ノ木古墳群

小猿占墳

1I』倉谷古墳

七つ塚占墳群

神古墳群

神西古墳群

只ケ原占職群

ムカデ岩山口古墳群

河崎古蹟

要谷山古墳

城の東古騎

ililll占墳群
束中倉占墳群

大羽谷古墳群

隠れ迫窯跡

城根遺跡

合山火葬墓

末近城跡
上田城跡

編元山城跡

正尺山城跡

糊丸城跡

丸1ll城跡（津蟹城跡）
峠山城跡

丸l11城跡（勝場111城跡）

翌雀城跡

占城跡

占城跡

天神遺跡

Iﾘ1神沖遺跡

上千蛍遺跡

１
２
３
４
５
６
７
８
９
川
Ⅱ
似
脚
川
胴
川
Ⅳ
州
Ⅲ
刈
訓
型
泌
馴
妬
鋤
灯
鮒
刈
洲
洲
猫
洲
洲
綿
洲
獅
洲
洲
Ⅲ
Ⅱ
胞
州
川
崎
州
灯
州
川
和
訓

’
01

1

第1図曽川1号遺跡周辺遺跡分布図(1 :50．000)



第2表曽川1号遺跡調査地区名称一覧

曽川1号遺跡に係る発掘調査報告書

1 財団法人広島県教育事業団 『曽川1号遺跡大町地区防火水槽設置事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』
2005年

2財団法人広島県教育事業団 『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（2） 曽川

1号遺跡(A～D地区)｣ 2006年

3財団法人広島県教育事業団 『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（4） 城根
遺跡曽川1号遺跡(E地区） 牛の皮城跡(第4次)｣ 2008年

4財団法人広島県教育事業団 『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（5） 曽川
1号遺跡(G～J地区)｣ 2008年

－6－

調査期間

年度 月 日
調査時名称 報告名称 事業名 報告書

平成14年度

平成15年度

10月21日～1月17日

4月7日～5月23日

12月1日～12月19日

1月6日～2月5日

平成14年度調査区

P2第一調査区

P2第二調査区

P4

Pl

A地区

B地区

C地区

E地区

D地区

中国横断自動車道

尾道松江線建設事業

2

3

2

平成l6年度

平成17年度

平成18年度

4月14日～4月28日

6月7日～8月6日

1月11日～3月4日

4月11日～7月1日

7月11日～10月7日

9月11日～12月22日

防火水槽 F地区

P3 G地区

P3側道 H地区

P4側道 I地区

P2 J地区

K地区

L地区

M地区

大町地区防火水槽

設置事業

中国横断自動車道

尾道松江線建設事業

一般国道486号

道路改良工事

1

4



Ⅲ調査の概要

G～J地区の調査区は，平成l4.15年度に調査を実施したA～D地区の北側に位置(第2図）し，

背後の牛の皮城跡からのびる低丘陵の先端方向にあたる。A～D地区においては弥生時代から古

代・中世にかけての遺構が確認されたことから, G～J地区にかけても同様な時期の遺構が検出

されるものと考えられていた。また, G～J地区のさらに北側に位置する平成l5年度に調査した

E地区で縄文時代後期の包含層が確認されていたことから， 同期の遺構が確認される可能性も考

えられていた。

調査にあたっては，従来の調査を踏襲してグリッド名（第3図）を付けることとした。また，

A～D地区の調査の成果に基づいて，遺構面と考えられる面近くまでは重機によって表土等を掘

肖llした後，遺構精査を実施した。

G～J地区はいずれも近年まで民家の宅地部分であったり，その付属施設等が建てられたりし

ていたことから，遺構面は後世の攪乱を著しく受け，大きく改変されていた。以下，各地区の概

要を記述する。

今回の調査では北側に位置するG地区(P3)では，弥生時代後期の円形の竪穴住居跡(SB

ll) 1軒，隅丸方形の竪穴住居跡(SB12) 1軒，掘立柱建物跡(SBl3) 1棟，その他多数の柱

穴などを検出した。とくにSBl2からはガラス製の小玉や鉄鍍，石鰄が同時に出土した。一般的

に弥生時代後期には，鉄器の普及が進展する時期とされており， 曽川1号遺跡検出の住居跡から

石鑛と鉄鰄が共伴して出土したことは， 当該地域の鉄器への移行過程の実態を解明するうえで貴

重な資料となった。

G地区の南東側に当たるH地区(P3側道）からは，弥生時代後期の円形や方形の貯蔵穴と考

えられる土坑や柱穴のほか， 2次堆積と考えられる土器片が集中して出土した土器溜り2か所な

どを検出した。

今回の調査においては,もっとも北側に位置するI地区(P4側道)では,遺構は確認できなかっ

たが，少量の土器片が出土した。

一方, H地区の南側に連続するJ地区(P2)は南側から北へ下がる緩やかな斜面であるが，

北側の約半分を宅地造成のため削平されて平坦となっていた。このため，北側の遺構は近世から

現代にかけての水溜土坑や溝であった。また，南側については弥生時代後期後半頃の士器溜士坑

1基と掘立柱建物跡等の柱穴群を多数検出した。

以上のように今回の調査においては，後世の攪乱が著しかったにもかかわらず，弥生時代後期

を中心とした遺構を確認することができ， 曽川1号遺跡がA～D地区のさらに北側に広がってい

たことが明らかとなるとともに， さらにG地区の北側に位置するE地区とI地区において包含層

のみが確認された調査結果から考えて,曽川1号遺跡の北限がG地区付近にあると想定できよう。

－7－
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Ⅳ検出の遺構

1 住居跡・建物跡

G地区から竪穴住居跡2軒，掘立柱建物跡1棟を検出した。

SB11 (第4図，図版3－a～c)

L(-1)グリッドで検出した円形の竪穴住居跡で，全体の2/3ほどが調査区外に延びているこ

とから，全容については明らかとしがたいが，規模については直径8.5m前後と推定される。住

居跡の壁は約50cm残存しており，壁際に幅約l5～20cm,深さ約lOcmの壁溝が廻っている。
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第4図 SBll実測図(1 :60)
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住居跡の北東側には，壁溝より内側に2条の溝があり，数回の拡張があったことが窺われる。

床面はほぼ水平で，北側の壁側は1段高くなっている。柱穴と考えられるピットを数個検出した

が，対応関係は明確ではない。また住居跡北東側床面より炭化した柱材が検出したことから，本

住居跡は焼失家屋と考えられる。 この住居跡からは弥生時代後期後半の土器片が出土している。

SB12(第5図，図版4-a．b)

L(-1)グリッド付近で検出した4m×5mの2本柱の隅丸方形竪穴住居跡である。住居跡
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の壁は残りの良好な箇所で約45cmあり，壁沿いに壁溝が全周する。壁溝の規模は幅30～50cm,深

さ6～lOcmである。床面はほぼ水平で，床面中央には長径80cm,短径60cm,深さlOcmの炉跡があ

る。この炉跡を挟んで東西に主柱穴があり，規模は東側の柱穴が直径35cm,深さ40cm,西側が直

径40cm,深さ35cmである。

また， この住居跡からは弥生時代後期後半の土器片をはじめ，ガラス製の小玉，石雛，鉄雛な

どの遺物が出土した。

SB13(第6図，図版4-c)

K(-1)グリッドで検出した掘立柱建物跡である。規模は3"(4.75m)×2間(2.75～2.95m)

で，柱穴間距離は桁行:P1～P2-l．60m, P2～P3-1.60m, P3～P4-l.55m, P5

~P6-l.65m, P6～P7-l.50m, P7～P8-l.60m,梁行:P4～P5-2.95m, P8～P

9－1．50m, P9～P1-l． 25mである。

棟方向はN65｡Eを指向する｡この掘立柱建物跡から少量の弥生時代後期の土器片が出土した。
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2土坑

G地区から19基, H地区から24基J地区から31基の土坑を検出した。

G地区やH地区検出の土坑の中には，弥生土器を伴ったものがあり，貯蔵穴と考えられるもの

もある。また, J地区検出の士坑の多くは近世から現代にかけてのものが多く，その大半は漆喰

を塗った水溜土坑である。

SK13(第7図図版5－a．b)

J地区Q3グリッドで検出した方形の土坑で，規模は長軸1.80m,短軸l. 10m,深さ0.30mで

ある。壁は底面から長軸方向は緩やかに， また短軸方向は急に立ち上がり，底面はほぼ水平であ

る。底面の西側に楕円形のピットがある。

SK15．16(第7図，図版5-c)

J地区Q4グリッドで検出した2基の円形土坑で, SK15は木桶の士坑, SK16は漆喰を塗っ

た土坑である。規模はSKl5が径1.35m,深さ0.65m, SK16が径1.45m,深さ0.82mである。壁

は底面からほぼ垂直に立ち上がり，底面は水平である。前後関係はSKl5→SK16である。

SK17(第9図，図版6－a～c)

J地区P4グリッドで検出した不整円形の土坑である。規模は長径1.40m,短径1.28m,深さ

0.43mである。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がり，底面はほぼ水平である。土坑の中層位から

大量の弥生時代後期の土器片が出土した。

SK18(第7図）

J地区P3グリッドで検出した長方形の土坑で，規模は長軸1. 15m,短軸l.00m,深さ0.25m

である。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がり，底面は水平である。

SK21 (第7図）

J地区の南半部と北半部との境のP3グリッドで検出した不整形な楕円形を呈する土坑であ

る。規模は長径0.95m,短径0.85m,深さ0.35mである。壁は底面から緩やかにカーブして立ち

上がる。底面は中央部がややくぼむ。

SK22(第7図）

SK21の北東側に近接した○3グリッドで検出した不整形な土坑で，北西側はJ地区南半部と

北半部との境の段差のため，失われている。残存する規模は長軸1. 10m,短軸0.65m,深さ0.25

mである。壁は底面から斜めに直線的に立ち上がる。底面は中央部がややくぼむ。
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SK25(第8図図版9-a)

J地区O3グリッドで検出した方形の土坑である。規模は長軸l.30m,短軸1.20m,深さ0.30

mである。壁は底面から緩やかにカーブして立ち上がる。底面は中央部がややくぼむ。

SK26(第8図，図版7－a．b)

J地区北半部と南半部との境付近のP2グリッドで検出した円形の土坑で，底面が確認できな

いほど深く掘られていることから素掘りの井戸と考えられる。規模は直径l.75mで，壁はほぼ垂

直に掘られている。

SK28(図版7-a)

J地区P2グリッドで検出した円形土坑で，壁に粘土が貼られている。規模は直径l.00～l.57

rn,深さ0.64mである。壁は底面から斜めに直線的に立ち上がり，底面は中央に向かってくぼん

でいる。

SK29(第8図，図版7-c)

J地区P2グリッドで検出した不整の円形士坑である。規模は直径l.57m,深さ0.95mである。

壁は底面から斜めに直線的に立ち上がり，底面は水平である。また，底面の壁際には直径l.25m,

iglO～15cm,深さ3cmの溝が廻っていることから，木桶を埋置したものと考えられる。

SK30(第8図，図版7-c)

J地区02グリッドで検出した不整の方形土坑である。規模は長軸2.00m,短軸1.75m,深さ

0.95mである。壁は底面からほぼ斜めに直線的に立ち上がる。底面は中央部がややくぼむ。

SK37(第9図，図版8-a･b)

J地区Plグリッドで検出した漆喰を塗った方形の土坑で，西側に接して同様の漆喰土坑であ

るSK38がある。規模は長軸2.00m,短軸1.70m,深さ1.00mである。漆喰の壁は底面からほぼ

垂直に立ち上がり，底面にも漆喰が塗られていた。漆喰の厚さは3～5cmで，底面で直径15~

20cmの3個のピットを検出した。遺物として近世陶磁器がある。

SKBB(第9図，図版8－a． c)

SK37の西側に接したJ地区POグリッドで検出した円形の漆喰土坑である。規模は直径2.20

In,深さ0.80mである。漆喰の壁は底面からやや斜めに直線的に立ち上がり，底面は水平で，底

面にも漆喰が塗られていた。漆喰の厚さは3～5cmである。
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SK45(第lO図，図版9-b)

H地区M2グリッドで検出した円形の土坑である。全体の半分ほどが調査区外であるため，全

体の状況は明らかではない。規模は直径l.55m,深さ約0.20mである。壁は底面からほぼ直線的

に斜めに立ち上がり，底面は中央部にかけてくぼむ。底面中央部には直径25cm,深さIOcmの円

形のピットを検出した。

SK47

H地区N2グリッドで検出した長方形の士坑で，西側は調査区外に延びている。規模は長さ

2. 15m以上，幅l.45m,深さ0.86mである。壁は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面は北

西部がやや深い。土坑の覆土中からは弥生土器が出土している。

SK48(第lO図）

H地区M2グリッドで検出した円形の士坑である。遺構のl/3ほどが調査区外にあるため，全

体の状況は明らかではない。規模は底面の直径1.30m,深さ0.60mである。壁は底面からほぼ直

線的に内側斜めに立ち上がり，底面は水平である。土坑の覆土中からは弥生土器・土師器が出土

しており，本土坑は貯蔵穴であったと考えられる。

SK49(第10図）

SK48の北東側に近接したM2グリッドで検出した楕円形の土坑である。規模は長径l.35m,

短径l.20m,深さ0.55mである。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がり，底面は水平である。土坑

の覆土中からは弥生土器・土師器が出土しており，本土坑は貯蔵穴であったと考えられる。

SK50(第10図，図版9－c)

SK49の北東側に近接したM2グリッドで検出した長方形の土坑である。規模は長軸2. 10m,

短軸1.40m,深さ0.35mである。壁は底面から斜めにほぼ直線的に立ち上がり，底面はほぼ水平

である。

SK51 (第lO図，図版10-a)

SK50の北東側に近接したM2グリッドで検出した円形の土坑である。規模は直径l.80m,

深さ0.40mである。壁は底面から斜めにほぼ直線的に立ち上がり，底面は水平である。土坑の覆

土中からは弥生土器が出土している。

SK52

H地区M2グリッドで検出した円形の士坑で,東側は調査区外に延びている。規模は直径0.75m,

深さ0.34mである。壁の上半部は被熱しており，下半部は直径がやや大きくなっている。底面は
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ほぼ平坦である。土坑の覆土中からは土師器が出土している。

SK53(第ll図）

H地区Llグリッドで検出した不整長方形の士坑である。規模は長軸l.40m,短軸1. 25m,深

さ0.35mである。壁は底面から斜めにほぼ直線的に立ち上がり，底面は中央部がややくぼむ。土

坑の覆土中からは弥生土器・土師器が出土している。

SK54(第11図）

H地区L2グリッドで検出した不整形な円形の土坑である。規模は長径1.40m,短径1.20m,

深さ0. 15mである。壁は底面から緩やかにカーブして立ち上がり，底面は中央部がややくぼむ。

SK55(第1l図）

SK53の南西側に近接するLlグリッドで検出した長方形の土坑で，遺構の南西部は調査区外

に延びており，全体の状況は明らかではない。残存する規模は長軸2.20m,短軸1.65m,深さ0.60

mである。壁は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面はほぼ水平である。士坑の覆土中から

は弥生土器が出土している。

SK56(第1l図）

SK53の南東側に近接したL2グリッドで検出した長方形の士坑である。規模で長軸1.05m,

短軸0.75m,深さ0.20mである。壁は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面はほぼ水平であ

る。士坑の覆土中からは弥生土器・土師器が出土している。

SK68(第ll図）

H地区JOグリッドで検出した円形の土坑である。規模は直径l. 10m,深さ0.30mである。壁

は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面は南西方向にやや深く傾斜する。土坑の覆土中から

は底面より浮いた状態で弥生土器が出土している。

SK69

H地区KOグリッドで検出した円形の土坑である。規模は直径0.55～0.62m,深さ0. llmであ

る。士坑の覆土中からは須恵器が出土している。

SK70

H地区K1グリッドで検出した円形の土坑で，底部は二段である。規模は直径l.52～l.67m,

深さは浅い方が0. 18m,深い方が0.45mである。士坑の覆土中から土師器コンクリート片が出

土した。
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SK71 (第l2図，図版10-b)

G地区K(-2)グリッドで検出した円形の士坑である。規模は直径1. 60m,深さ0.50mである。

壁は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面はほぼ水平である。土坑の覆土中から底面よりや

や浮いた状態で弥生土器片や土師器片，炭などが出土した。

SKB1 (第1l図）

G地区JOグリッドで検出した不整形な土坑である。規模は長軸1. 15m,短軸0.70m,深さ
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0.55mである。壁は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面はほぼ水平である。土坑の覆土中

からは弥生十器片や石鰄などが出土した。

SK84

G地区J (-2)グリッドで検出した長方形の士坑で，北東側は調査区外に延びている。規模

は長軸1.45m以上，短軸l.32m,深さ0. 15mである。底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面

はほぼ平坦である。土坑の覆土中からは土師質土器が出土した。

SK87(第l2図図版lO-c)

G地区J (-3)グリッドで検出した長方形の土坑である。規模は長軸1.60m,短軸l. l5m,

深さ0.50mである。壁は底面から直線的に斜めに立ち上がり，底面はほぼ水平である。土坑の底

面から30～40cm高い箇所から弥生土器の甕形土器を半裁したものが，伏せた状態で出土した。

SKB9(第ll図）

G地区KOグリッドで検出した長方形の士坑である。規模は長軸0.85m,短軸0.65m,深さ0．45

mである。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がり，底面はほぼ水平である。土坑の覆土中からは底

面より浮いた状態で弥生土器・土師器などが出土した。

3溝状遺構

J地区で12条(SD5～16), H地区で2条(SD17・ 18)の溝または溝状遺構を確認した。 こ

のうちJ地区のものは調査区を北半部と南半部に区画する近世の溝(SD7)と平行して掘られ

ているものと， これに直交するものとが大半で，その多くが近世から現代のものであり，中から

出土するものも江戸期以降の陶磁器類や瓦類などが大半である。

また, H地区検出の2条の溝状遺構のうちSD17の南側の調査区際(Mlグリッド）では大量の

弥生土器が出土したが，出土状況からこれらの土器は再堆積したものと考えられる。

4その他の遺構

J地区で11基(SX2～12), H地区で2基(SX13． 14)の性格不明の遺構を検出した。 J地

区のものは宅地部分にかかるものが大半で，近・現代の攪乱ないし宅地に関連する遺構であろう

と想定される。H地区のものについてもJ地区のもの同様に近・現代の遺構と考えられる。
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V出土の遺物

各遺構から弥生土器・土師器などの土器類，石器類が出土したが， ここでは遺構ごとに概略を

記述する。

1 土器類

SB11 (第l3図1～14,図版ll)いずれも弥生土器である。 1～8は甕で, 1～3･6は二重

口縁， 4． 5は口端部が内側に強く屈曲する。 7はわずかに内湾して立ち上がり， 8は強く外反

して終わる。 5の外面には凸帯を貼り付け， この凸帯に刻み目を施す。 9は壺で口縁部は頸部か

ら緩やかに外反し，端部は内側に拡張して終わる。端部外面には浅い3条の凹線を廻らす。 10は

椀で， 口縁部は体部から緩やかに内湾してのび，端部は丸く納める。 ll～l3は底部で, llは尖り

気味で底面は小さい｡ 12は外面にタタキがある。 l3は上底である。 14はミニチュア土器である。2．

4～6･ 10は住居跡の床面から出土した。

SB12(第l3. l4図l5～24,図版ll)いずれも弥生土器である。 15･16は鉢で胴部は強く屈曲し，

口縁部は頚部から短く外反したのち，内側に屈曲してのびて終わる。いずれも口縁部外面に浅い

凹線が廻る° 17～20は甕で， 口縁部はいずれも内傾して終わる。 17と20の口縁部外面には浅い凹

線が廻る。 21.22は高杯で, 21は杯部で口縁部は外側に拡張し，平坦面を作り，浅い凹線が廻る。

22は脚部で，端部は下方に垂下して終わる。端部近くには円孔が穿たれている。 23.24は底部で，

24は小さな作りとなっている。

SK13(第14図25,図版12) 25は弥生土器の喪で，胴部の最大径は上半部にある。口縁部は頸

部から外反し，やや内傾して上方にのびて終わる。

SK17(第14～l6図26～44,図版12～14)いずれも弥生土器である。 26． 27は壺で, 26の口縁

部は頸部から緩やかに外反してのび，端部は強く屈曲して内傾して終わる。 27の底部は平底で，

胴部の最大径は上半部にある。口縁部は頚部から屈曲して短く外反して終わる。 28～33は喪で，

28～32の口縁部は頚部から短く外反したのち，やや内傾してのび終わる。 29は倒卵形の胴部であ

る。 28．30． 31の胴部外面には刺突文, 30の口縁部外面には浅い凹線が廻る。 33の口縁部はほぼ

垂直に短くのびて終わる。

34～38は鉢で34～37は胴部上位に強い屈曲部をもち， 口縁部は頸部から短く外反したのち， 内

傾（34～36)，ないし垂直（37）に上方にのびて終わる。 39～41は高杯で, 39･40は杯部, 41は脚

部である。 39．40の口縁部は屈曲したのち内傾して短くのび端部となる◎体部内外面とも細かい

ミガキを施す。また41は裾部が直線的に外方に広がったのち，屈曲して垂下し端部となる。屈曲

部付近の外面に浅い凹線が廻る。

42はミニチュア土器で内外面とも指頭による調整痕を残す。 43．44は底部で， 43は大型の土器

である。

SK25(第16図45～51,図版l4)いずれも弥生土器である。 45は壺と思われるもので，頸部か

－24－



ら緩やかに外反したのち，屈曲して内傾してのび口端部となる。 46．47は喪で， 46の口縁部は頸

部から短く上方にのび終わる。 47の口縁部は，頚部から短く外反したのちほぼ垂直に短くのびて

終わる。また外面に浅い凹線を廻らす。 48は鉢で，胴部は屈曲し， 口縁部は頸部から短く外反し

たのちほぼ垂直に短くのびて終わる。 49～51は高杯で, 49は杯部, 50． 51は脚端部である。 49は

口端部が平坦となっている。 50･51は裾部からやや内傾して終わる。いずれも円孔を穿つ。

SK45(第l6図52～54,図版l4)いずれも弥生土器である。 52は甕, 53． 54は高杯である。 52

の口縁部は，頚部から短く外反したのち内傾してのびて終わる。外面には浅い凹線が廻る。 53の

杯部は口端部が平坦となっており,端面には浅い凹線が廻る。 54は脚柱部で上半部は柱実となり，

裾部にかけて内面にしぼり目を残す。

SK47(第17図55～58,図版l4)いずれも弥生土器である。 55． 56は甕で, 55の胴部は最大径

付近から緩やかにカーブして頸部に至り， 口縁部は頸部から短く外反し，屈曲して短く内傾し終

わる。胴部外面には貝殻腹縁による刺突がある。 56の胴部は最大径付近で強く屈曲する。最大径

付近の外面には綾杉状の刺突が付けられている。 57．58は高杯脚部で， 57は裾部から垂下して端

部となる。また58の端部はやや内傾して終わる。いずれも外面に櫛歯状工具による沈線が施され

ている。

SK48(第l7図59～64,図版14． 15) 63は土師器で， ほかは弥生土器である。 59． 60は甕で，

59の口縁部は頚部から短く外反し，直線的に外上方にのび終わる。 60は頸部から短く外反したの

ち，やや内傾してのび終わる。 61 ． 62は鉢で, 61の口縁部は胴部屈曲点からほぼ垂直に短くのび

て終わる。 62の口縁部は頸部から短く外反したのち，やや内傾して短くのびて終わる。 63は高杯

の杯部で，ボール状を呈する。 64は小型の底部である。

SK49(第l7． l8図65～79,図版15． l6) 65～68．70．71．74．77は弥生土器, 69．72．73．75･

76．78．79は土師器である。 65．66は壷で， 65は胴部最大径付近から丸くカーブして頸部に至り，

頸部から口縁部にかけて緩やかにカーブして外反し， 口縁部は屈曲して内傾して上方にのびて終

わる。頸部外面に4段の綾杉状の刺突を廻らす。 66の口縁部は頚部より緩やかに外反したのち屈

曲して内傾して上方にのびて終わる。 67～69は甕で， 67は胴部最大径付近から屈曲して頚部に至

り， 口縁部は頸部から強く屈曲して短くのび， さらに屈曲して短く内傾してのび終わる。胴部最

大径付近の外面に刺突を廻らす。 68の口縁部は頸部から屈曲して外上方に短くのび， さらに屈曲

して内傾してのび終わる。外面に浅い凹線を廻らす。 69の口縁部は頸部から緩やかに外反して外

上方にのびて終わる。 70．71は鉢で, 70は胴部から直線的に立ち上がり，端部はわずかに外反し

て終わる。 71の口縁部は頸部から短く外反したのち，外上方にのびて終わる。 72は甑の胴部, 73

は甑の握手部である。 72は直線的に外上方にのび，端部は矩形を呈する。 73の断面は角が丸みを

もつ長方形である。 74～78は高杯で， 74．75は杯部， 76は脚柱部， 77．78は脚端部である。 74の

口端部は平坦面を有し，上面に浅い凹線を廻らす。 76の脚柱部は中空である。 77は端部がほぼ垂

下して終わる。裾部に円孔がある。 78はほぼ直線的に外方へ開き， 円孔が穿たれている。 79はミ

ニチュア土器で，内外面に指頭による調整が残る。
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SK52(第18図80～83,図版16) 80．81は弥生土器, 82．83は土師器である。 80は喪で， 口縁

部は頸部から緩やかに外反したのち，短く内傾してのびて終わる。 81は高杯で， 口縁部端面は平

坦となり，浅い凹線を廻らす。 82は浅鉢で，丸底の底部から緩やかにカーブして外上方にのびる。

83はミニチュア土器で， 口縁部周辺に指頭による調整痕を残す。

SK55(第19図84～88,図版16)いずれも弥生土器である。 84～87は甕で, 84の口縁部は頸部

から外反して内湾気味に立ち上がる。 85の胴部は倒卵形で，底部は小さい。口縁部は頚部から短

く外反して， さらに直線的に外上方にのび終わる。 86．87の口縁部は頚部から短く外反し， 口端

部は短く内傾して終わる。 86の口縁部外面には4条の浅い凹線が廻る。 88は小さな底部で，内面

に指頭による調整痕を残す。

SK56(第19図89～91,図版16) 89は弥生土器, 90．91は土師器である。 89．90は喪で, 89の

口縁部は頸部から短く外反したのち，内傾して立ち上がり終わる。 90の口縁部は頸部から強く外

反して外上方にのび終わる。 91は鉢で， 口縁部は胴部から緩やかに内湾して立ち上がり終わる。

SD18(第19図92.93,図版16)いずれも土師器の甕で, 92の口縁部は頸部から外反して終わる。

93の口縁部は屈曲したのち，外反して外上方にのび終わる。

SK69(第19図94,図版18)高台付の須恵器の杯で，高台は断面台形で，やや外方に開く。

SK70(第19図95．96,図版17)いずれも土師器の甕の口縁部で, 95はほぼ垂直気味に立ち上

がり， また96は外反して終わる。

SK71 (第20図97～105,図版17) 99～103. 105は弥生土器, 97．98･104は土師器である。 97･

98は壺で,いずれも口縁部は頸部から外反してのび,97の口端部は矩形を呈する。 99～104は喪で，

99～103の口縁部は頸部から短く外反し，屈曲して外上方にのび終わる。 104の口縁部は頸部から

短く外反して終わる。 105は比較的大型の底部で，胴部は底から緩やかにカーブして立ち上がる。

SKB1 (第20図106～108,図版17)いずれも弥生土器である。 106． 107は甕で, 108は高杯であ

る。 106の口端部は屈曲して短く内傾して終わる。 口縁部外面には凹線が廻り，内外面に朱の痕

跡がある。 107の口縁部は頚部から短く外反したのち，内傾してのびる。 108の口縁部は平坦面を

有し，わずかに中央部がくぼむ。

SKB4(第20図1O9～1l2,図版17) 109は弥生土器の鉢で， 口縁部は頸部の屈曲点からやや外

反気味に立ち上がって終わる。 口縁部外面には凹線が廻る° llOは須恵質土器の鉢で，体部から

口縁部にかけて直線的に外上方に開いて終わる。 1l1 ． 1l2は土師質土器の皿で， いずれも底部か

ら極短く体部がのびて終わる。底部切り離しは回転へラ切りである。

SKB7(第21図1l3～1l5,図版17． 18) 113は土師器の甕で， 口縁部は頸部から強く屈曲して外

上方にのび終わる。 114は土師器と思われる喪で， 口縁部は頸部から短く外反し，屈曲して外上

方にのび終わる。 1l5は弥生土器の鉢と思われるもので， 口端部は内傾し上方にのび終わる。

SKB9(第21図1l6～120,図版18)いずれも弥生土器である。 116． 1l7は甕で, 116の口縁部は

頚部から短く外反し，屈曲し内傾して短くのびて終わる。口縁部外面には浅い凹線が廻る。 1l7

の口縁部は，頸部から短く外反したのち内傾してのび終わる。 1l8は鉢で，ボール状の胴部から
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やや外反して口縁部となり，上面は平坦となる。 ll9はミニチュア土器で胴部内外面には指頭に

よる調整痕を残す。 l20は円板状の土製品で，土器の胴部からの転用品である。

SD17(第21図l21～l25,図版l8)いずれも弥生土器である。 121. 122は喪で, 121の口縁部は

頚部から短く外反したのち，内傾して短くのびて終わる。口縁部外面には凹線が廻る。 122の口

縁部は頸部から外反したのち， 内湾気味に上方にのび終わる。 l23は鉢と思われるもので， 口縁

部は胴部から直線的に外上方にのびて終わる。 l24． 125は高杯である。 124は杯部で， 口縁部は

体部屈曲点から上方に短くのびて終わる。端面は平坦となる。 l25は脚柱部で，筒状となる。外

面には4段に櫛描きの沈線が廻る°

SD18(第21.22図l26～l35,図版18. l9)いずれも弥生土器である。 126は壺, 127～130は甕，

l31～l34は鉢, 135は高杯である。 126の口縁部は頸部から緩やかに外反して上方にのび，屈曲し

内傾して短くのびて終わる。 127～l29の口縁部は頸部から短く外反し，屈曲し内傾して短くのび

て終わる。また128の胴部最大径は上半部に位置し，最大径付近の外面に刺突文を廻らす。 130の

口縁部は頸部から短く外反して終わる。 l31の胴部は強く屈曲し頸部となる。口縁部は頚部から

緩やかに短く外反したのち，屈曲し内傾して短くのびて終わる。 l32は胴部屈曲部から短く上方

にのびて頚部となる。口縁部は頸部から外反して短くのびて終わる。 l33の口縁部は胴部屈曲部

からやや内湾気味に上方にのび終わる。 l34の口縁部は胴部から上方に短くのび終わる。端面は

平坦となり，浅い凹線を廻らす。 l35の口縁部は胴部から屈曲して上方に短くのび終わる。端面

は平坦となり，浅い凹線を廻らす。 SDl8からは92．93も出土している。

SX19(第22図136,図版l9) 136は弥生土器の甕で， 口縁部は頸部から外反し，端部は内外に

拡張して終わる。端部外面には浅い凹線を廻らす。

M1グリッド付近十器溜(第22～25図137～l79,図版l9～21) 137～l68･ 170･172～178は弥生

土器, 169． l71は土師器である。この一群の土器群はH地区調査区中央付近で検出したSDl7の

南西端付近で出土したものであり,前述のとおり出土状況などから再堆積したものと考えられる。

l37～l46は壺, 147～152は喪, 153～l66は鉢, 167～l70は椀171～173は高杯, 174～179はそれ

以外のものである。

l37の口縁部は頚部から外反してのび，屈曲してさらに外反して外上方にのびて終わる。 l38~

l42の口縁部は頸部から外反してのびたのち，内傾気味に立ち上がって終わる。 138． 142の口縁

部外面及び140の頸部外面には浅い凹線が廻る。 l43の口縁部は頸部から強く外反し，端部はほぼ

垂直に立ち上がる。 144の口縁部は頸部から短く外反してのび， 口端部は内外に拡張して外面に

浅い凹線を廻らす。 l45の口縁部は頸部から外反してのび， 口端部は内外に拡張して外面に浅い

凹線を廻らす。 l46の口縁部は頚部から短く外反してのび，端部は内側にやや拡張する。

147の口縁部は頚部から短く外反したのち屈曲して外上方にのびて終わる。 148～l52の口縁部

は頸部から短く外反し，屈曲して内傾して短くのびて終わる。 148～151の口縁部外面には浅い凹

線が廻る。 l53～l58の胴部は上半部で強く屈曲し， 口縁部は頸部から短く外反したのち屈曲し，

短く内傾して上方にのび終わる。 156以外の口縁部外面には浅い凹線が廻る。 159～161の口縁部
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は頸部から短く外反したのち，屈曲して上方にのびて終わる。 162～166の口縁部は胴部から屈曲

して上方にのび，端部は内外に拡張して端面は平坦となる。端面には数条の浅い凹線を廻らす。

167.168の口縁部は体部から緩やかにカーブして立ち上がる｡169の口縁部は体部で屈曲したのち，

外反して外上方にのびて終わる。 170の体部は内湾して立ち上がり，頚部で屈曲する。外面には

タタキ目が残る。 171は高杯の杯部で， 口縁部は体部から屈曲し外反してのびて終わる。 172は脚

柱部で, 173は脚端部である。 173の端部は内下方にやや拡張する。 174～178は底部で, 174～177

は小さいながらも平底を有する。 178は極小さいやや尖り気味の底部となる。 179は土製の紡錘車

と思われるもので，土器片からの転用品である。

M1グリッド付近土器溜下層(第26図180～184,図版22) 180は弥生土器,ほかは土師器である。

180～182は壺で, 180の胴部は球形を呈する。口縁部は頸部から外反してのびたのち，屈曲して

短く内傾気味にのびて終わる。頸部外面には貝殻腹縁の刺突が廻る。 181 ． 182の口縁部は頚部か

ら短く外反したのち，屈曲して外上方のびて終わる。 183は鉢で， 口縁部は胴部からやや屈曲し

て外上方にのびて終わる。 184は高杯の脚端部で，端部はラッパ状に外側に広がって終わる。円

形の透かしが穿たれている。

K1グリッド付近土器溜(第26～28図185～215, 図版22～24) 185～195･199～206.209･212~

215は弥生土器, 196～198．207･208．210．211は土師器である。 185． 186は壺で， 口縁部は頚部

から外反してのびたのち，屈曲して185は内傾気味に, 186は外反気味にのびて終わる。 186の頚

部外面には刺突が廻る。 187～198は喪で, 187～195の口縁部はいずれも頸部から短く外反したの

ち，屈曲して上方外のびて終わる。 191～193の口縁部屈曲部はわずかに下方へ垂下する。 196~

198の口縁部は頚部から, 196は外反, 197･ 198は外反気味に外上方にのびて終わる。

199～208は鉢で, 199～201の口縁部は頸部から短く外反したのち，屈曲して上方にのびて終わ

る。 202の口縁部は胴部屈曲部から内傾してのびて終わる。 203．204の口縁部は頚部から外反し

て短くのびたのち,短く内傾して終わる｡205.206の口縁部は頸部から短く外上方にのびて終わる。

207.208の口縁部は直線的に外上方にのびる胴部から屈曲して外上方にのびて終わる。 209．210

は高杯の杯部で， 209は緩やかにカーブする体部から屈曲して口縁部が立ち上がり，端部は平坦

となる。端面には浅い凹線が廻る° 210は体部が底部から緩やかに立ち上がったのち， 口縁部は

わずかに屈曲して外反気味にのびて終わる。

211は鼓形器台で，受部の口縁部は外反して終わる。また，台部の裾部も大きく開いて終わる。

212～215は底部で，小型の平底のもの(212.213),やや大きめの平底のもの(214)である。

215の底部には焼成後の穿孔がみられる。

調査区出土土器（第28図216～220,図版24) 216は縄文土器の鉢で外面に縄文を施し，太形の

沈線を施したのち，縄文を擦り消している。 217は土師器の甕で球形の胴部を有し， 口縁部は頚

部から外上方にのびる。 218は土師器のミニチュア土器で，内外面ともに指頭による調整を残す。

219は土師質土器の皿で，体部は平底から内湾気味に立ち上がり， 口縁部はそのままのびる。 220

は高台付の須恵器の杯で，体部は底部から緩やかにカーブして立ち上がり， 口縁部はそのままの
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びる。高台部はやや長めで，外側に開く。

2その他

石鑛(第29図221～226,図版25) 221～226はいずれも凹基式の石鑛である。 221はSBl2出土

のもので，長さ2.2cm,幅l.4cm,厚さ0.3cmである。重量は0.89gで，石材は珪質凝灰岩である。

222はSK17出土のもので，長さ2.4cm,現存幅1. 5cm,厚さ0.3cmである。重量は0.63gで，石材

は珪質凝灰岩である。 223はSK48出土のもので，長さ2. lcm,"l.5cm,厚さ0.4cmである。重量

は0.7gで，石材は珪質凝灰岩である。 224はSK81出土のもので，長さ2.8cm,現存幅l.5cm,厚

さ0.4cmである。重量は1.01gで，石材は珪質凝灰岩である。 225はH地区中央の土器溜から出土

したもので，長さ2.2cm,現存幅l.4cm,厚さ0.3cmである。重量は0.63gで，石材は珪質凝灰岩

である。 226はJ地区出土のもので，長さ2.4cm,幅l.9cm,厚さ0. 3cmである。重量はl.01gで，

石材は凝灰岩である。

台石(第29図227,図版25) SBI2から出土したもので，平板状の石材を使用したものである。

主に使用面は表側の1面に限られる。大きさは長さ23.8cm, ig22. 5cm,厚さ5.Ocmである。重量

は4100gで，石材は結晶凝灰岩である。

敲石(第29図228．229，図版25）いずれも棒状の自然石を利用したものである。 228はSBllか

ら出土したもので,長軸方向の2面を打面として使用している。長さは6.7cm,"3.8cm,厚さ3.2cm

である。重量は146gで，石材は半花崗岩である。 229は調査区出土のもので，片側の端面は欠損

し，反対側のみに打面が見られる。長さは9.7cm,幅6.0cm,厚さ4.0cmである。重量は350gで，

石材は結晶溶結凝灰岩である。

鉄鐡(第29図230,図版25) SB12から出土したもので， 凹基式の鉄雛である。長さは2.4cm,

幅l.7cm,厚さ0.4cmで，重量は2.23gである。

鉄釘(第29図231～234,図版25)いずれもSK29から出土したものである。 231以外は身部だ

けが残存する。 231は長さ2.6cm,"0.7cm,厚さ0.6cm,重量3.62gである。 232は長さ3.7cm,幅

0.7cm,厚さ0. 9cm,重量3. 12gである。 233は長さ3. lcm,幅0.7cm,厚さ0.7cm,重量2.63gであ

る。 234は長さ3.8cm, igO.6cm,厚さ0.7cm,重量2.76gである。

ガラス小玉(第29図235, 図版25) SB12から出土したもので， ライトブルーのガラス製の小

玉である。最大径0. 7cm,高さ0.4cm,重量0. 16gである。

古銭(第29図236．237，図版25） 236はJ地区のピット中から出土したもので, 「大観通宝」 （北

宋銭初鋳年llO7年）である。 237は調査区から出土したもので， 「至和元寶」 （北宋銭初鋳年

1054年)である。
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出十遺物（土器）観察表(G～J地区）川1号遺跡

｜ ’

遇栂番号 掴別
挿図

番号
器種

口
ｊ
夕

口径

:きさ（c、

高さ

）

最大径
鯛整 色調（外面） 胎土 傭考

SlIll 弥'1： l器

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

喪

翌

喪

喪

喪

喪

喪

喪

4F

も理

椀

底部

底部

底部

ﾐニチュア

13.2

1 1．2

15. -1

ー

ー

ー

6.0

23.2

ー

1.2

17.7

ー

ー

外面
内面

外伽
内面

外、i
内面

外面
1人l而

外面
内而

外､i
内而

外而
内而

外面
内而

外m
lj1面

外面
内面

外面
内面

曲
面

外
内

外面
内面

外面
内面

ヨコナデ． ハケ後ナデ

ヨコナデ． ケズリ

ヨコナデ．ハケ
ヨコナデ． ケズリ

不
ケ リ

り
り

心
、
◆
、

イ
イ

１
１

１
１

不Iリ
ィもIリ

ヨコナデ
ヨコナデ． ケズリ

ｲ《明

ｲ<IﾘI

不明

ｲ<明

ヨコナデ．ハケ

ヨコナデ． ミガキ

不明
不明

タタキ

ヘラナデ
一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

イミ明
強いナデ

檀褐色

椎褐色

栂褐色

暗褐色

桧褐色

桧褐色

暗褐色

暗褐色

淡茶褐色

明栂色

侭褐色

淡樒褐色

赤褐色

淡茶褐色

綱砂粒多含

細砂粒多含

細砂粒多含

細砂粒含

細砂粒多含

砂粒多含

砂粒少含

細砂粒含

細砂粒含

精繊

砂粒多合

砂粒多古

細砂粒多含

細砂粒少含

蛾部に貼付け突ｲW

n紬部に3条の没いlUl線

尖り底

外1mにタタキ目

底部上服

SBl2 弥生l:淵

5

6

7

8

9

20

21

22

23

24

鉢

鉢

翌

喪

翌

喪

高杯

高杯

底部

底部

16． 1

一

ー

ー

ー

ー

ー

18.0

ー

一

ー

一

一

’
’

外面

内面

外面
内面

外面
内面

外面

内而

外面
内面

外面
内面

ﾝ1，
判面

〉1､面
刈面

外面
Nmi

外面
刈面

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

●
争

一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ヨコナデ

ヨコナデ．折頭調憾

ヨコナデ， ミガキ
ヨコナデ．ナデ

ナデ
ケズリ

不Iﾘl

イもIﾘ1

ヨコナデ
ヨコナデ

キ
キ

ガ
ガ

『
『
『
、
、
一

一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ミガキ， ヨコナデ
ヨコナデ

ナデ
イミ明

ヘラ状工具による押圧
術馴押圧

淡椅褐色

漫茶褐色

茶褐色

淡榿褐色

栂褐色

栂褐色

椅褐色

淡楠褐色

黒色

暗茶褐色

砂粒多含

砂粒少含

精繊

砂粒多含

砂粒合

砂粒少含

細砂粒少含

砂粒少含

砂粒多含

精繊

、織部に3条の 兇い凹線

｢1級部に3条の 典い凹線

｢1縁部に5条の 児い凹線

n織部に3条の洩い凹線

I l縁部平坦面に1条の洩い凹線

Iﾘ孔ｲfり

SKl:I 弥生I器 25 喪 罰.8 ー 29.0
外面
Al面

ケ
デ

ハ
ナ

ー
ア
ー
ナ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ 淡侭褐色 砂粒多含

SK17 弥21畠 l綿

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

壷

蛍

喪

喪

喪

喪

喪

喪

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

高杯

高杯

商杯

ミニチュア

底部

底部

1.2

1.0

1．0

2.7

7. 1

8．3

15. 1

11.7

22，0

19.2

18.5

. ’

21.0

ー

8.0

一

10.s

ー

一

ー

＝

ー

1.8

ー

ー

l:1． 1

22.7

19.0

:11．0

10.8

ー

22.6

､S

23.0

型.昂

外面
内面

外面

内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

面
面

外
内

外面
内面

外面
内mi

ﾝ卜而
j1mi

面
而

外
刈

外面
AI面

外面
Al面
血
面

４
判

唖m

即1m

4mi
刈閲

4面
Al面

外醐
内面

外面
IAl而

一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ミガキ

ナデ
一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ハケ

ケズリ

ヨコナデ
ヨコナデ

ハケ

ケズリ

ヨコナデ
ヨコナチ

ミガキ

ナデ．ナデッケ
一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ハケ． ミガキ

ケズリ

ヨコナデ
ヨコナデ

ハケ

ナデ． ケズリ

ヨコナデ． ハケ
ヨコナデ． ケズリ

ヨコナデ．ハケ

ヨコナデ． ケズリ

ｲ《明

ヨコナデ． ミガキ

ヨコナデ． ミガキ
ヨコナデ

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

■
■

一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

ヨコナデ． ミガキ
ヨコナデ

キ
キ

ガ
ガ

一
、
一
一
一
一

一
ナ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ｲ<明
ケズリ

指砿
術蛾

押雌

押鵬

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

桧褐色

淡橿褐色

淡茶褐色

漫榿褐色

明栂褐色

淡茶褐色

茶褐色

淡樋褐色

淡椴褐色

淡茶褐色

樋褐色

桧褐色

湿茶褐色

淡桧褐色

漫茶褐色

樋褐色

淡茶褐色

淡榿褐色

淡桧褐色

細砂粒多含

砂粒多含

細砂粒多含

砂粒多含

細砂粒多含

砂粒含

砂粒多古

砂粒多含

砂粒多 常

細砂粒
程
，
期

砂粒多
峰
ロ
加

砂粒少
堤
■
判

砂粒多古

細砂粒多含

細砂粒含

砂粒多含

細砂粒少含

砂粒多含

砂粒多念

貝般股繊文

胴部外耐に刺突文

、緑部外1mに‘1条の浅い1回I線
胴部外、に刺突文

胴部外面に刺突文

n緑部外､iにMI斑

霊fﾘ含

脚外、に浅い凹線

平底

小型平庇

45 壷？
外面
内1m

不Iﾘl

不明
茶褐色 砂粒含

46 喪
外1m

内而
ヨコナデ
ヨコナデ． ナデ

俺褐色 細砂粒少含



一
由

り
』

Ｊ
ｈ

侭
訳

Ｉ
弥生l器

－48－

47 喪 11.6
外面
内面

ｲ<明
ケズリ

涜栂縄色 砂粒多含 11縁部外面に4条の浅い凹線

48 鉢
外面

内面
ｲ《明

ｲさ明
茶褐色 砂粒含

49 高杯
外面

内而
ｲも明

ｲ《明
幟褐色 細砂粒含

50 尚杯
外面

1人l【ni
ｲもIﾘ1
ハケ？

柵褐色 砂粒多古 円ｲLあり

51 高杯
外面

内面
ｲ<明

ｲく明
淡棉掲色 砂粒含 2伽一対の円孔あり

SK胴 弥'1§ I淵

52

53

54

喪

高杯

高杯

18.0 16.m

外1m
内1m

面
面

外
内

外､i
内面

ヨコナデ．ハケ
ヨコナデ

ヨコナデ． ミガキ
不明

ヘラ状工具によるナデ
絞り目

栂褐色

浪茶褐色

明概褐色

砂粒少含

砂粒多含

砂粒多含

n縁部外面に4条の浅い凹線

、端部に3条の浅い凹線

SM7 弥生I:器

55

56

57

58

翌

喪

高杯

高杯

17.0

ー

一

ー

21.8

18.8

外､i
内面

外面
内面

外面

内面

外面

内面

ヨコナデ．ハケ
ヨコナデ．ナデ？

ヨコナデ． ミガキ
不明

不明

ｲ§明

不明

不明

慨褐色

淡慨褐色

湿侭褐色

赤褐色

砂粒少含

砂粒多含

砂粒多含

砂粒多含

胴部外面に黒斑あり．貝殻腹縁文

胴部外面に綾杉状刺突文

脚裾外面に櫛歯状工具の沈線

脚裾外面に櫛歯状工具の沈線

SKl8

弥生l淵

l:師淵

弥生l:器

59

60

61

62

63

64

姿

翌

鉢

鉢

高杯

底部

16.5

0

23.8

ー

ー

一

ー

ー

外面

内面

外面
内面

外面
内面

外面
内閲

外価
内面

外耐
内面

ヨコナデ．ハケ
ヨコナデ．ナデ．ケズリ

ｲ§明
ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ． ケズリ

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

ー
テ
ー
ナ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ナデ，強いヨコナデ
不明

ハケ

ヘラ状工具によるナデ

淡戯褐色

暗赤褐色

淡吠柵色

浪茶渦色

幟褐色

漁茶掲色

砂粒多含

砂粒含

砂粒多含

砂紺含

砂粒多含

砂粒少含

SK

弥'kl:僻

l:師器

弥生l:器

l獅器

弥生l淵

I:師滞

弥生l端

I:師勝

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

傘
亜

壷

饗

喪

喪

鉢

鉢

甑

甑

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

ミニチュア

19. 1

8.8

1s､0

23.8

ー

ー

ー

ー

一

ー

一

ー

一

32. 1

12.6

’
’

2:1.6

ー

外mi
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面

内面

外面
内而

外面
内而

外面
内而

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

？
。
？
◇

一
ナ
ー
テ

ナ
ナ

ー
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

不明
不明

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

◆
◆

ケ
デ

ハ
ナ

ー
テ
ー
ナ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

？
。
？
．

｝
テ
ー
テ

ナ
ナ

ー
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ヨコナデ

ヨコナデ． ケズリ

ヨコナデ． ミガキ
ヨコナデ．ナデ

一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ハケ

ケズリ

ヨコナデ．ハケ
ヨコナデ． ケズリ

指頭押圧

キ
キ

ガ
ガ

、
「
へ
、
「
「

一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

不明
不明

ミガキ

絞り目
一
テ
ー
テ

ナ
ナ

ヨコナデ

ナデ

ナデッケ

指頭押圧
指頭押圧

淡澁褐色

淡柵褐色

樋褐色

樋褐色

淡澁褐色

淡茶褐色

浪栂褐色

淡栂褐色

栂褐色

淡掩掛色

濃概掲色

赤褐色

浪楠褐色

淡樋褐色

浪茶褐色

砂粒含

細砂粒含

砂粒含

細砂粒少含

砂粒含

梢繊

細砂粒多含

砂粒多含

砂粒少含

輔繊

砂粒含

細砂粒多含

梢繊

細砂粒少含

砂粒含

頚部外面に4段にへう状工具の綾
杉状刺突文

胴部外面に刺突文

口縁部外面に4条の浅い凹線

n瑞部に3条の浅い凹線

脚裾部に円ｲL6か所？

脚裾部に円孔3か所？

§師2

弥生l器

1:師器

80

81

82

83

喪

高杯

鉢

ミニチュア

ー

10．3 1． 1

一

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

ヨコナデ
ヨコナデ． ケズリ

不明
不明

ハケ

不明

指頭押圧
指頭押圧

侭褐色

淡概褐色

淡樋褐色

茶褐色

砂粒多含

砂粒含

細砂粒多含

細砂粒少含

口端部に3条の浅い凹線

§胴5
Ⅲ
》
ｎ

伽
ク
ｎ

０
ｃｌ申

凸
↓

ｌ
ｔ

Ｊ
－

ｑ

▲

も１；

84

85

86

87

88

要

喪

翌

饗

底部

29.8

15. .1 27.1

33.5

21.6

ー

ー

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

ハケ

ヨコナデ， ケズリ

ヨコナデ．ハケ後ナデ
ヨコナデ． ケズリ

不明

ヨコナデ．ナデ．ケズリ
一
ナ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ハケ，ナデ
脂蛾押圧

淡灰褐色

淡概褐色

淡帷褐色

柵褐色

湿茶褐色

砂粒含

砂粒多含

砂粒多含

砂粒多含

細砂粒少含

胴部外面に披熱痕跡

口緑部外面に4条の浅い凹線

§胴6

弥生I器

l:師器

89

90

91

喪

饗

鉢

1 1． 1

16． 1

外凹

内面

外面
内面

1面
勺而

１
１

り
り

ヨコナデ． ハケ？
ヨコナデ
一
ナ
ー
テ

ナ
ナ

淡茶褐色

侭褐色

淡伐渦色

細砂粒含

砂粒含

輪倣

§I)IS I:師器

92

93

喪

饗

小曲
Al伽

4面

Al面

一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ヨコナデ

ヨコナデ

幟褐色

茶褐色

砂粒少含

細砂粒含

SK 芽i忠器 94 杯
琳面
Al閲

ロクロナデ

ロクロナデ
灰褐色 栩繊 高台付
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SK70 l帥器

95

96

災

災

外1m
内mi

伽
伽

琳
刈

ｨ<Iりl

ｲ《1ﾘI

ヨコナデ

ヨコナデ

淡燈褐色

溌桧褐色

砂粒少含

砂粒含

SK71

l:帥器

弥生l器

l師器

弥生I鳥器

97

98

99

100

101

102

103

104

105

0.

1::f

0"
Ｐ
。
ｇ
令

６
０

口
０

１

喪

喪

喪

喪

饗

喪

底部

21.

16.節

’
’

7卜Im

j1面

7卜而
AI面

沖而

jlIm

外面

ﾉﾘ面

外面

ﾉﾘ面

外面

AI面

外面

AI面

叩面
削面

ｹﾄ面

AI面

ヨコナデ． ハケ
ｲ<明

ヨコナデ． ハケ後ナデ
ヨコナデ． ケズリ

一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

不明

ｲﾐ明

ｲも明

ヨコナデ

ヨコナデ． ハケ
ヨコナデ． ケズリ

一
テ
ー
ア

ー
ノ
幸
ノ

コ
コ

ヨ
ヨ

ケズリ

ｲ《明

ハケ・ナデ
不明

桧褐色

桧褐色

淡僚褐色

糊色

淡榿褐色

黒色

符褐色

灰臼色

淡褐色

砂粒多含

砂粒少含

砂粒多含

砂粒少含

砂粒多含

砂粒多含

砂粒少含

砂粒少含

砂粒含

SK81 弥生l器

106

107

108

狸

喪

高杯

外面

刈面

外面

AI血

外血

内mi

不明

不明

イミ明

ヨコナデ

不明
ヨコナデ

淡榿褐色

淡僚褐色

傭褐色

細砂粒少含

細砂粒少含

精繊

内外面に朱塗り痕跡
、緑部外面に凹線

SK81

弥生I:器

釧忠蘭t器

l師筒t器

109

110

111

112

鉢

鉢

Ⅲ

Ⅲ1

7.5

8.0

1． 1

0.7

外面

内mi

外面
内面

外血

内而

外面
内面

不明
不明

ヨコナデ． ハケ
ヨコナデ

ロクロナデ
ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

幟褐色

淡灰褐色

淡茶褐色

樋褐色

細砂粒少含

細砂粒少含

精繊

精繊

n縁部外面に凹線

底部回転へラ切り

底部回転へラ切り

SK87

l:師器

l:師器？

弥生I:器？

113

114

115

喪

喪

鉢？

18.S ー

ー

外面
内面

外面
内面

外面
内面

ヨコナデ．ナデ，ハケ後ナデ
ヨコナデ．ケズリ

ケ
デ

ハ
ナ

ー
テ
ー
ナ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

一
ナ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

桧褐色

椿褐色

桧褐色

細砂粒含

細砂粒少含

砂粒含

猟89

弥生l:器

l:製品

116

117

118

119

120

喪

喪

鉢

ミニチュア

'11板状
l:側〃』

l肺.7

18.3

肺.0

係1．8

ー

1.2

16.6

一

外面
内面

外面
1A】面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

ｲﾐ明

ｨさIｻI
一
ナ
ー
ア

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ミガキ
不明

桁頭押圧
折頭押圧

不明

不明

梢褐色

茶褐色

淡黄褐色

黒渦色

砂粒多含

精繊

砂粒含

砂粒含

砂粒含

、縁部外面に3条の浅いIul線

I器転用品

Sl)17 弥生t器

121

122

123

124

125

喪

喪

鉢？

商杯

高杯

ー 一

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

ヨコナデ．ナデ？
ヨコナデ．ヘラナデ

一
テ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ
一
ナ
ー
ア

ナ
ナ

キ
キ

ガ
ガ

『
『
一
「
『
一

一
ナ
ー
ナ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

不明

不明

暗茶褐色

茶潤色

椿褐色

淡榿褐色

淡榿褐色

精繊

精繊

砂粒含

砂粒含

細砂粒少含

、緑部外面に凹線

脚柱部に櫛描沈線

SI)lS 弥生t器

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

且'

唖！

喪

喪

喪

喪

鉢

鉢

鉢

鉢

高杯

10．6

1:1．0

I:{､0

ー

13.8

17. 1

胴.S

一

111．8

17．6

19．3

16．6

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面
内面

外面

内面

ヨコナデ． ミガキ
ヨコナデ．ナデ

一
ア
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ハケ

ナデ．ケズリ
一
ナ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ハケ

ナデ． ケズリ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ

ハケ．指頭訓漿
一
テ
ー
テ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

キ
リ

ガ
ズ

ミ
ケ

一
テ
ー
テ

ー
●

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ミガキ
指頭押圧

ナデ

ナデ． ケズリ

ヨコナデ

ヨコナデ． ミガキ

ヨコナデ

ヨコナデ

ｲ<明

不明

暗樟褐色

濃茶褐色

浬榿褐色

檀褐色

淡榿褐色

漫茶褐色

茶褐色

暗茶褐色

茶褐色

栂褐色

砂粒含

砂粒多含

砂粒含

砂粒少含

砂粒含

細砂粒含

砂粒多含

精繊

細砂粒少含

砂粒多含

胴部外面に刺突文

n端部に3条の浅い凹線

｢1端部に3条の筏い凹線

NX19 弥生I倉淵 136 喪
外面
1A1面

ｲﾐ明

不明
淡茜褐色 砂粒多含

I‐

卜
端部に‘1条の浅い凹線．如部に貼
凸裕

137
DP

姪［ ． I ’
味面
AI、

ヨコナデ

ヨコナーデ．指誠押圧．ケズリ
淡幟褐色 砂粒多含
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Ⅵまとめ

今回の発掘調査を実施した曽川1号遺跡G～J地区の位置は，平成14･ 15年度に調査を行っ

たA～D地区の北側にあたる。また，平成l5年度に調査を行ったE地区からみると, G・H･

』地区は南側, I地区は東側に位置する。

ここでは，検出遺構と出土遺物について若干の検討を加えまとめとする。

1 検出遺構について

G・H・ 』地区は，近世から現代において宅地やその付属施設として利用されていた部分が多

く，遺構の残存状態が必ずしも良好でなかったが，弥生時代後期の竪穴住居跡2軒や掘立柱建物

跡1棟，弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての土坑， 中世後期の土坑1基近世～現代の土

坑と溝状遺構などを検出した。

このうち，竪穴住居跡2軒と掘立柱建物跡1棟はいずれもG地区で検出した。

SBllは弥生時代後期後半の円形の竪穴住居跡で，大半が調査区外に広がることから，全体像

は明確ではないものの，炭化材が残存していたことから焼失家屋と考えられる。また，住居跡の

北側壁沿いが一段高くなっており， この部分がベッド状遺構となる可能性も考えられる。

SBl2も弥生時代後期後半の竪穴住居跡であるが，隅丸方形で主柱穴は2本であった。 2本柱

の住居についてはD地区検出のSB3が同様な構造で，弥生時代後期後半に属しており，隅丸方

形の住居の出現とともに2本柱の住居構造をとる住居が当該地域に出現したことを表している。

ただしSB3の場合，床面に赤変した部分があったことから工房的な機能を有していた可能性が

考えられており，そのような機能を有する住居構造である可能性も考えられる。

このように平面形態の異なる住居跡が弥生時代後期後半に並存しており，古墳時代に一般化す

ると考えられている方形住居跡の出現過程を明らかにする資料となろう。さらに, SB12からは

石雛とともに鉄鑑が出土しており，石器から鉄器への移行期の当該地域の様相を示す事例として

も注目される。

なお, SBl3は弥生時代後期の掘立柱建物跡で，

①規模：桁行3H(4.75m)×梁行2E(2.75～2.95m)である。

②柱径：柱穴の底径は30～40cmで，柱径は細かったと推測される。

③柱間隔：不揃いである。

④棟持柱：片方の妻側にあり，側柱より掘方が浅い。

の内容を有していることから，通例の平屋建物であったと考えられる(1)。ただ, A～J地区内

での弥生時代の掘立柱建物跡はこの1棟だけで， さらに，広島県内での弥生時代の掘立柱建物跡

は，梁行1間のものが大半(2)で, SB13は特異な例である。そうしたことからSB13は，集落

の中で特別な役割を担っていた建物といえよう。
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一方，土坑は時期を明らかにできるものは少なかったが，弥生時代後期から古墳時代初頭にか

けての土器を出土するもの(SK13． l7．25･45．47～49･51．52．55．56．68．70．71．81．87．89)

のほか，古代の土器を出土するもの(SK69),中世後期の土器を出土するもの(SK84)．近世

～現代に作られた漆喰士坑(SKl6．37．38)や埋桶土坑(SKl5･29)も見られた。古墳時代初頭

と考えられるSK48．49は，一般的なフラスコ状の貯蔵穴とは異なる形態をとるが，規模や，底

面がほぼ水平な円形と楕円形で，壁面が垂直ないしやや内傾していることなどから，貯蔵穴と考

えることが妥当と思われる。なお，時期は明確でないが，素掘りの井戸と考えられるSK26も検

出した。

E・ I地区では，遺物包含層が確認されたものの，遺構は確認されず，湧水が認められること

から， この付近は遺跡の北側を西から東に流れる御調川の氾濫原になると考えられ, G・H・ 』

地区が背後の牛の皮城跡から延びる低丘陵最先端にあたり，遺跡の北限である。

A～J地区を一つの集落と考えた場合，住居跡を検出したA～D地区とG地区との間のH･ J

地区では，住居に関連する遺構が確認されておらず， この間には未調査地もあるが，住居の集積

度は決して高いものではない。ただ，時期ごとの住居跡をみると弥生時代後期から古墳時代初頭

のものが多数を占めており， この時期に集落としての最盛期を迎えたものと考えられよう。

2出土遺物について

今回の調査において出土した遺物としては弥生時代及び古墳時代の土器類をはじめとし，近・

現代までの遺物が多数出土した。ここでは弥生時代・古墳時代の土器類について記述する(3)。

出土した壺や甕類のうち， 口縁部が直立ないし内傾する形態のものは，弥生時代後期後半に備

後地域に広く分布するものである。 しかし口縁部外面の凹線はきわめて不明瞭なものである。ま

た鉢については体部で強く屈曲する形態で， これもこの地域特有の形態のものである。

一方，弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけては， 引き続き備後地域の固有のものが残ると

ともに，単純口縁の甕などに特徴を有する庄内・布留式に分類される畿内系のものや，複合口縁

に特徴を有する山陰系のものなどが含まれてくる。

このように本地域では地域特有の形態を有する土器群が継続して使用されるとともに，弥生時

代末から古墳時代初頭にかけて他地域から流入する土器群が存在する。このような傾向は県内の

他地域においても認められることであり，古墳時代の開始期とともに他地域の影響を広く受けた

ことが伺えよう。

註

（1） 宮本長二郎｢掘立柱建物の出現と展開｣『奈良国立文化財研究所シンポジウム先史日本の住居とその周辺』

同成社 1998年

（2） 埋蔵文化財研究会第29回研究集会実行委員会事務局編｢広島県」『弥生時代の掘立柱建物』資料(西日本・本

州)編 1991年
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※本書の｢広島県｣例には，梁行2間の掘立柱建物跡はない。

I) 本遺跡出土土器のうち，弥生時代後期後半ごろの詳細については次の報告に詳述されている。ただ，本報

告書で土師器と記載したものの多くはその報告の庄内期に位置付けられている土器群に相当する。

伊藤実｢備後南部の弥生後期土器における曽川1号遺跡SKl出土土器の位置」 『中国横断自動車道尾道松江

線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（2） 曽川1号遺跡(A～D地区)』財団法人広島県教育事業団

:」 『中国横断自動車道尾道松江

財団法人広島県教育事業団

(3）

2006年
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中国横断自動車道尾

道松江線建設事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

曽川1号遺跡 集落跡 弥生

古墳

近世

竪穴住居跡

土坑

溝状遺構

弥生十器

土師器

石鰄.台石.敲石.鉄雛．

鉄釘.ガラス小玉．古銭

要 約 曽川1号遺跡

曽川1号遺跡は背後にある牛の皮城跡から伸びる低丘陵上に立地し，前面には御調川が

形成した氾濫原が広がっている。今回の調査においても従来の調査成果と同様に弥生時

代から古墳時代にかけての集落跡を主体とした遺構を検出した。確認した遺構としては

竪穴住居跡2軒，掘立柱建物跡1棟，貯蔵穴などの土坑，溝状遺構などである。このう

ち1軒の竪穴住居跡から石鑛と鉄雛が共伴して出土しており，石器から鉄器への移行期

の状況を表していると考えられる。
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